
TOP・TOE (CPD)認定プログラム（4H 単位）  土木学会認定 CPD プログラム ［JSCE11-0433］(13.5 単位) 

第 31 回交通工学研究発表会 開催のお知らせ 
 第31回交通工学研究発表会につきましては、各分野の研究者・実務者から多数の論文報告を頂き、下記のとおり開

催する運びとなりました。今回は東日本大震災を受け、1 日目の午後に特別企画・震災セッションを開催致します。会員

の皆様方をはじめ関係各位多数のご聴講と活発なご意見の交換を期待しておりますので、奮ってご参加下さいますよう

お願い申し上げます。 

 なお、研究発表セッションの中では前年度に終了した自主研究の成果報告、デモンストレーション会場では現在活

動中の自主研究をパネル展示致します。この機会に研究発表会にご参加の方々にも交通工学研究会の活動を知って

頂く機会として、多くの方々にご参会いただきますようご案内いたします。 
 
1．主    催 ： 一般社団法人 交通工学研究会 

2．開 催 日 ： 平成 23年 9月 20日（火）～ 21日(水) 

3．会    場 ： 東洋大学 白山第二キャンパス B棟（地図参照） 

          東京都文京区白山 2-36-5  TEL 03- 5844-2400（代表） 
(アクセス) 都営地下鉄三田線白山駅 A1 出口より徒歩 6 分、東京メトロ南北線本駒込駅 1 番出口より徒歩 10 分 

4．参 加 費 ： 発表者、聴講者、震災セッションのみの方も共通 

 会員 6,000円 一般 9,000円 学生会員 3,000円 （いずれも論文集代（CD-ROM）、消費税を含む） 

5. 申込方法 ： 申込書参照（事前にお申込み願います。） 
 

 

－ 特別企画 震災セッション － 
平成 23 年 9 月 20 日(火) 15：05～ （第一会場） 

「東日本大震災 初動期の対応、現在の復旧状況、今後につなげるためには・・・」 

◆プログラム 

15：05-15：50  震災直後の初動対応について(仮) 

国土交通省 東北地方整備局 道路部 道路調査官 林崎吉克 

15：50-16：35  震災から復旧を目指して(仮) 

岩手県 環境生活部 県民くらしの安全課 食の安全安心課長 白岩利恵子 

16：35-16：50  今後につなげるためには(仮) 

東北大学大学院 情報科学研究科 教授 桑原雅夫 

17：00-17：50  パネルディスカッション 

上記 3 名の講師に加え、コーディネーターとして岩手県立大学 総合政策学部 教授 元田良孝 

（プログラムの内容・講師等については、一部変更になる場合がございますのでご了承ください。） 
 

－ 交通工学研究会 自主研究活動報告 － 
交通工学研究会では、公益事業の一環として自主研究を行っています。平成 22 年度末で終了した自主研究は交通工学研究発

表会のセッション内で口頭報告されます。また、デモンストレーション会場では、平成 23 年度活動中の自主研究をパネル展示により

ご報告いたします。研究発表会プログラムのデモンストレーションの時間帯には、自主研究グループの専任説明員を配し、活動経

過を説明いたします。今回ご報告する自主研究は下記のとおりです。 

＜口頭報告：9 月 20 日 11：20～ 第二会場＞ 

1．性能照査型道路計画設計のための交通容量とサービス水準に関する研究 （代表：中村英樹/名古屋大学）【特定課題研究】 

＜パネル展示：デモンストレーション会場＞ 

1．交差点の自転車空間ガイドラインの研究 （代表：松原淳/交通エコロジー･モビリティ財団） 

2．交差点事故ハザード評価法の新規開発と個人対応型対策の実証的研究 （代表：朴啓彰/高知工科大学） 

 

－ 交通工学研究発表会 懇親会 － 
交通工学研究発表会では、参加者及び会員相互の親睦を深めることを目的に懇親会を行っており、毎回ご出席された皆様方に

は大変ご好評を頂いております。今年は被災地の銘酒をご用意しております。多くの方々のご参加をお待ちしております。 

開 催 日 ： 平成 23年 9月 20日（火） 18:15 より  

会    場 ： 東洋大学 白山第二キャンパス 学生食堂 C棟 2階 

会    費 ： 3,000円 （立食形式です。当日懇親会場にて現金でお支払い願います） 

申込方法 ： 申込書参照 
 

 
     

お申込み・お問合わせ 

 一般社団法人 交通工学研究会                http://www.jste.or.jp/ 
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3-23 錦町 MK ビル 5 階 Tel 050-5507-7153 Fax 03-6410-8718  

 



○参加希望の方は必ず事前にお申込みをお願い致します○

第31回交通工学研究発表会 参加申込書   申込先Fax番号 ： 03-6410-8718

勤務先住所
〒                                 ≪電話番号≫

勤務先名称

参加者氏名 所属部課名 会員区分（○印） 会員番号 
懇親会参加 

 （○印）

正会員 ・ 特別会員 

学生会員 ・ 非会員 
 する  ・ しない 

正会員 ・ 特別会員 

学生会員 ・ 非会員 
する  ・ しない

正会員 ・ 特別会員 

学生会員 ・ 非会員 
する  ・ しない

その他（請求書発行に関するご要望など）

①9月上旬より順次、論文集（CD-ROM）と共に見積書･請求書･納品書及び参加カード等書類をお送りいたしますので、 

お手元に書類が届き次第、ご確認をお願いいたします。 

開催日の 1 週間前になっても書類が届かない場合は事務局までご連絡ください。 

参加カードは当日、名札と引換となりますので、必ずお持ち下さい。   

②お申込後、本人が止むを得ない理由により参加できなくなった場合、または代理の方に変更される場合は、 

9 月 16 日までに、必ず事務局にご連絡をお願いいたします。 

当日ご欠席のでも、参加費のお支払いをお願いいたします。 

③お支払いは、郵便振替または銀行振込よりお手続き願います（どちらも振込手数料はご負担願います）。  

当日のお支払はご遠慮願います。 
9 月 12 日以降にお申込みの方への論文集（CD-ROM）及び書類等一式は当日渡しとなりますので、直接受付にお越し下さい。

会場案内図 住所：東京都文京区白山 2-36-5

発表会場
第 2キャンパス B棟

交通のご案内 

●最寄り駅● 

・都営地下鉄三田線 白山駅 

A1 出口より  徒歩 6分 

・東京メトロ南北線 本駒込駅 

1 番出口より  徒歩 10 分 

●乗り換え案内● 

・東京駅から(約 25 分) 

都営三田線大手町駅(JR 東京駅

丸の内北口より地下通路徒歩約

10 分)－<都営三田線>－白山駅 

・品川駅から(約 35 分) 

京浜急行線品川駅－<京浜急行

線(都営浅草線直通)>－三田駅

－<都営三田線>－白山駅 

・羽田空港から(約 65 分) 

京浜急行線羽田空港駅－<京浜

急行線(都営浅草線直通)>－  

三田駅－<都営三田線>－白山駅



○は発表者　

9:30

1
集計QKならびにﾛｰｶﾙLPを組み
合わせたﾗﾝﾌﾟﾒｰﾀﾘﾝｸﾞ制御の提
案

○松本 洋輔
　吉井 稔雄

愛媛大学
愛媛大学 26

都市間高速道路におけるﾎﾞﾄﾙﾈｯ
ｸ交通容量の確率的特性分析

○小林 正人
　中村 英樹
　浅野 美帆
　米川 英雄

㈱ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ
名古屋大学
名古屋大学
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ名古屋㈱

50 動的OD交通量推計手法のﾚﾋﾞｭｰ
○安藤 正幸
　高山 純一
　中山 晶一朗

㈱日本海ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
金沢大学
金沢大学

75
群集歩行ｼﾐｭﾚｰﾀのための自転
車ﾓﾃﾞﾙの開発とその適用

　原田 英治
　後藤 仁志
　山形 佑
○安藤 栄祐

京都大学
京都大学
京都大学
京都大学

9:55

2
歩行者信号表示に着目した車両
挙動分析

○小出 啓明
　大口 敬
　鹿田 成則
　小根山 裕之

東京大学
東京大学生産技術研究所

首都大学東京
首都大学東京

27
ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝのﾗﾝﾌﾟ車道部拡幅によ
る交通容量の変化について
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○澤田 英郎
　安 時亨
　松本 晃一

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西㈱

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西㈱

西日本高速道路㈱
51

首都高速道路における車種別利
用者均衡配分ﾓﾃﾞﾙの適用検討
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○古賀 浩樹
　鈴木 裕介
　加藤 昌樹
　森田 綽之

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
(一財)計量計画研究所
日本大学総合科学研究所

76
自転車通行可の歩道上における
自転車･歩行者の通行位置に関
する分析

○小川 圭一 立命館大学

10:20

10:45

3
高速道路における降雨時の実勢
速度
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○森 健二
　矢野 伸裕
　横関 俊也
　牧下 寛

科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所

28
車両感知器ﾊﾟﾙｽﾃﾞｰﾀを用いて速
度変動への影響要因分析

○谷口 知己
　塩見 康博
　宇野 伸宏
　嶋本 寛

京都大学
京都大学
京都大学
京都大学

52
高速道路利用ﾃﾞｰﾀを活用した高
速道路の短期的需要変動に関す
る研究

○中沢 航太
　佐々木 邦明

山梨大学
山梨大学 77

自転車通行帯の安全性改善のた
めの速度分離方策に関する実験
的調査研究

○佐野 智哉
　日野 泰雄
　吉田 長裕
　辰見 彰啓

㈱建設技術研究所
大阪市立大学
大阪市立大学
兵庫県警察本部

10:55

4
東京ﾏﾗｿﾝにおける交通対策等の
推移について
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○吉田 豊
　時任 瑞穂

警視庁交通部
警視庁交通部 29

都市高速道路のﾗﾝﾌﾟ間OD交通
量に旅行時間が与える影響の実
証分析

○上田 大樹
　井料 隆雅
　朝倉 康夫

神戸大学
神戸大学
東京工業大学

53 交通施策ｼﾐｭﾚｰﾀ IMPACT
○日高 健
　森 博子
　北岡 広宣

㈱豊田中央研究所
㈱豊田中央研究所
㈱豊田中央研究所

78

自転車走行経路･流動の分析手
法に関する試案と適用
～高松市中心部をｹｰｽｽﾀﾃﾞｨとし
て～

○鈴木 清
　土井 健司
　神田 佑亮
　土崎 伸

国土交通省香川河川国道事務所

香川大学
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

11:20

11:45

5
首都高速道路における大規模交
通規制時の影響分析
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○中村 司
　内海 和仁
　割田 博
　稲富 貴久

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱

自
主
研
究

性能照査型道路計画設計のため
の交通容量とサービス水準に関
する研究 【特定課題研究】

　中村 英樹
 (研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ代表)

名古屋大学 54

ﾄﾘｯﾌﾟﾁｪｰﾝを考慮した分担配分統
合ﾓﾃﾞﾙを用いた公共交通施策評
価～各時間帯の運行頻度の変更
を例として～

○樋口 貴士
　嶋本 寛
　宇野 伸宏
　塩見 康博

京都大学
京都大学
京都大学
京都大学

79

ｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸﾙと放置自転車対策
の需要ﾏｯﾁﾝｸﾞ推計からみたｺｽﾄ
削減効果に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○児玉 健
　土屋 愛自
　金 希津

日建設計総合研究所
さいたま市
日建設計総合研究所

13:15

6
新疆ｳｲｸﾞﾙ自治区の砂漠気候に
よる道路交通安全への影響

○ｽﾞﾙﾋﾟｶｰﾙ ｹﾚﾑ

　日野 泰雄
大阪市立大学
大阪市立大学 30

地点ﾚﾍﾞﾙのｻｰﾋﾞｽの質の空間的
分布特性に関する研究

○河内 朗
　喜多 秀行

㈱長大
神戸大学 55

都市高速道路の実証的料金設定
についての方法論的研究

○浅原 麗
　秋山 孝正
　井ﾉ口 弘昭

関西大学
関西大学
関西大学

80
信号残秒時間を活用したｱｲﾄﾞﾘﾝ
ｸﾞｽﾄｯﾌﾟ支援ｼｽﾃﾑの構築
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○塚田 悟之
　山田 勝規

日産自動車㈱
日産自動車㈱

13:40

7
太陽の眩しさが歩行者事故に与
えた影響の分析
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○萩田 賢司
　森 健二

科学警察研究所
科学警察研究所 31

道路縦断勾配を考慮したＢＰＲ関
数による旅行時間の推定

○安藤 正幸
　高山 純一
　中山 晶一朗

㈱日本海ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
金沢大学
金沢大学

56
高速道路料金政策による地方都
市圏の交通流動への影響分析方
法の提案

○堀 広毅
　奥嶋 政嗣

徳島大学
徳島大学 81

燃料消費率に基づく自動車運転
特性の効率性分析

○山本 航
　塚井 誠人
　桑野 将司

広島大学
広島大学
神戸大学

14:05

8
歩行者の交通事故対策に向けた
服飾からのｱﾌﾟﾛｰﾁ

　橋本 成仁
○岩本 大地
　吉城 秀治

岡山大学
岡山大学
岡山大学

32

高速道路における工事規制区間
の短縮化による渋滞対策効果検
証
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○近田 博之
　平井 章一
　Jian Xing
　高橋 秀喜

(財)高速道路調査会
(財)高速道路調査会
(財)高速道路調査会
中日本高速道路㈱

57
高速道路交通需要の料金弾力性
に着目したETC導入の影響に関
する実証的分析

○石井 良治
　福田 大輔

東京工業大学
東京工業大学 82

道路交通ﾃﾞｰﾀを用いた道路交通
からのCO2排出量推計ﾓﾃﾞﾙの構
築に向けた基礎的研究

○土肥 学
　曽根 真理
　瀧本 真理

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

14:30

14:55

9

食い違いを含む変形T字交差点
における安全対策事例-奈良県
交通事故安全対策委員会の取り
組み-　　　　　　　　  　(実務論文)

　蓮花 一己
　飯田 克弘
　小松 順
○篠原 昌弘

帝塚山大学
大阪大学
奈良県
㈱修成建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

33
片側3車線区間におけるLED標識
を用いた車線利用率平準化渋滞
対策の効果検証

○Jian Xing
　鶴 元史
　石田 貴志
　村松 栄嗣

(財)高速道路調査会
(財)高速道路調査会
㈱道路計画
東日本高速道路㈱

58

大型車速度抑制装置（ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯ
ﾀ）装着義務化の規制影響分析
(RIA)
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○小林 貴
　今長 久
　鹿島 茂

神奈川県
日本自動車研究所
中央大学

83
都市の集約ﾊﾟﾀｰﾝが環境負荷に
与える影響に関する研究

○水本 斉
　森本 章倫

宇都宮大学
宇都宮大学

１.「交通制御・交通規制」 ５・「交通流、交通容量・サービス水準（１）」 ９．「交通需要予測と施策評価（１）」 １３．「自転車交通」
 座　長：藤田 素弘（名古屋工業大学）
 副座長：田名部 淳（㈱地域未来研究所）

 座　長：秋山 孝正（関西大学）
 副座長：林 正幸（東日本高速道路㈱）

 座　長：谷口 守（筑波大学）
 副座長：松本 幸正（名城大学）

 座　長：蓮花 一己（帝塚山大学）
 副座長：橋本 成仁（岡山大学）

第31回交通工学研究発表会 第1日目【2011年9月20日(火)】プログラム

≪第一会場≫ ≪第二会場≫ ≪第三会場≫ ≪第四会場≫

 デモンストレーション ＆ 自主研究活動報告 《デモ有り》表示のある発表（両日分）及び自主研究活動のパネル展示を行います。      於）デモ会場 

 座　長：中村 英樹（名古屋大学）
 副座長：岡本 晃（警視庁交通規制課）

 座　長：赤羽 弘和（千葉工業大学）
 副座長：宇野 伸宏（京都大学）

 座　長：朝倉 康夫（東京工業大学）
 副座長：佐々木 邦明（山梨大学）

 座　長：土井 健司（香川大学）
 副座長：小根山 裕之（首都大学東京）

２．「交通安全（１）」 ６．「交通流、交通容量・サービス水準（２）」 １０．「交通需要予測と施策評価（２）」 １４．「交通と環境」

特別企画 震災セッション　（9月20日(火) 15：05～　第一会場）
「東日本大震災　初動期の対応、現在の復旧状況、今後につなげるためには・・・」 自主研究活動報告 及び パネル展示

18:15 交通工学研究発表会 懇親会　　於)東洋大学 白山第二キャンパス C棟2階 学生食堂

15:05

　　「東日本大震災」の対応について
　　　　国土交通省 東北地方整備局 道路部 道路調査官　林崎 吉克

      交通工学研究会（以下、JSTE）では、公益事業の一環として自主研究を行っています。自主研究とは、JSTEが会員の協力のもとで独自に自主的に取り組む研究です。
   平成15年度より自主研究テーマの公募制度を開始し、自主研究に広く会員の参画を募ることで、JSTEにおける研究活動のさらなる活性化を図っており、
   本年も研究発表会の場において、自主研究活動報告を行います。
      平成22年度末で終了した自主研究についてはセッション内で口頭報告致します。
      平成23年度活動中の自主研究についてはデモンストレーション会場にて、パネル展示によりご報告いたします。また、研究発表会プログラムのデモンストレーションの
   時間帯には、自主研究グループの専任説明員を配し、活動経過を説明いたします。
      研究発表会の場を活用し研究内容を広く知っていただくと共に、参加者のみなさまと意見交換の場を持ち、当会の自主研究活動をご理解いただければ幸いです。
                                                                                                                                                                                              交通工学研究会　自主研究小委員会

15:50

　　東日本大震災津波 ～震災から復興を目指して～
　　　　岩手県 環境生活部 県民くらしの安全課 食の安全安心課長　白岩 利恵子    ＜口頭報告：9月20日11：20～ 第二会場＞

      1. 性能照査型道路計画設計のための交通容量とサービス水準に関する研究 （代表：中村英樹/名古屋大学） 【特定課題研究】
         最終年度である平成22年度は、前年度に引き続き、重点項目である道路構造令との対応、性能目標水準設定の考え方、区間での性能照査手法の体系的掲示、
      　　上位ネットワーク計画との整合、条件によって変化する交通性能（交通容量とサービス水準）、交通性能指標の検討、性能向上メニューと改善効果の掲示、などについて更に検討を
　　　　 進め、性能照査型道路技術指針（案）の提言として、取りまとめることを目標とした。

16:35

　　減災
　　　　東北大学大学院 情報科学研究科 教授　桑原 雅夫

16:50

   ＜パネル展示：デモンストレーション会場＞
     1．交差点の自転車空間ガイドラインの研究　（代表：松原淳/交通エコロジー･モビリティ財団）
          「交差点の自転車空間ガイドラインの研究」について自転車空間は交差点部で評価が異なる懸念がある。そこで交差点における課題を整理することと、これまでの知見の整理を
　　 　進めている。また、交通工学研究会の平面交差点メンバーと連携し、メンバーの補強を実施している。今後、海外の知見も生かし交差点における自転車空間整備のポイントを提言
　　　 としてまとめることを目標に研究を進める。

      2．交差点事故ハザード評価法の新規開発と個人対応型対策の実証的研究　（代表：朴啓彰/高知工科大学）
          健常中高年者ドライバを対象に、ＭＲＩの脳計測データ（白質病変グレード評価等）と、事故歴アンケート調査、CRT運転適性検査、車両ならび運転者自身の運転挙動データ等に
　　 　基づいて、運転適性ＤＢを作成し、個人に対応したドライブナビゲーションや信号機・道路標識の開発、運転指導指針等の新規ガイドラインの提案などを実地検討する。

17:00
　　パネルディスカッション
　　　　上記3名の講師に加え、
　　　　コーディネーターとして　岩手県立大学 総合政策学部 教授　元田 良孝

17:50
（プログラムの内容・講師等については、一部変更になる場合がございますのでご了承ください。）



○は発表者　

9:00

10
自動車保険ﾃﾞｰﾀからみた都道府
県別交通事故発生状況に関する
研究

○篠崎 雅人
　安井 一彦

日本大学
日本大学 34

視認性に配慮した高速道路の案
内標識ﾚｲｱｳﾄ

　村重 至康
○西川 洋介
　山下 広秋
　赤瀬 達三

㈱高速道路総合技術研究所
㈱高速道路総合技術研究所
㈱高速道路総合技術研究所
㈱黎ﾃﾞｻﾞｲﾝ総合計画研究所

59
自転車交通需要と気象の関係の
地域性に関する研究

○元田 良孝
　宇佐美 誠史
　村松 里沙

岩手県立大学
岩手県立大学
(有)ﾊﾟﾚｯﾄ

84
社会的疎外と公共交通のｻｰﾋﾞｽ
水準との関係性に関する一考察

○宮崎 耕輔
　中村 亮甫

香川高等専門学校
ｾﾞﾆﾔ海洋ｻｰﾋﾞｽ㈱

9:25

11

道路交通における交通事故とﾋﾔ
ﾘﾊｯﾄの関係性に関する基礎的研
究
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

　岡田 朝男
　水野 裕彰
○中村 俊之
　絹田 裕一

国土交通省中部技術事務所
国土交通省中部技術事務所
(一財)計量計画研究所
(一財)計量計画研究所

35
高機能可変式道路情報板の判読
性向上に関するﾃﾞｻﾞｲﾝ検討

○永見 豊
　滝沢 正仁
　木嶋 彰
　鈴木 淳一

拓殖大学
拓殖大学
拓殖大学
㈱風景ﾃﾞｻﾞｲﾝ研究所

60
立ち乗り型ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾋﾞｰｸﾙ
操作と搭乗者の態度評価に関す
る考察

　李 昂
○西堀 泰英
　安藤 良輔
　加知 範康

(公財)豊田都市交通研究所
(公財)豊田都市交通研究所
(公財)豊田都市交通研究所
(公財)豊田都市交通研究所

85
複数の集落による地域公共交通
ｻｰﾋﾞｽの計画支援に関するｹﾞｰﾑ
論的研究

○谷本 圭志
　伊藤 祥太
　岸野 啓一
　喜多 秀行

鳥取大学
鳥取大学
岸野都市交通計画ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱

神戸大学

9:50

12
無信号交差点における自転車と
自動車の出合い頭事故のDS分
析

○宮之上 慶
　鈴木 美緒
　高川 剛
　屋井 鉄雄

東京工業大学
東京工業大学
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ･ﾘｻｰﾁ･ﾗﾎﾞ㈱
東京工業大学

36
ｼﾝﾎﾞﾙ画像を表示する高速道路
図形情報板の導入効果に関する
研究

○塩見 康博
　宇野 伸宏
　山本 浩司
　田子 和利

京都大学
京都大学
中日本高速道路㈱
名古屋電機工業㈱

61
個人属性を考慮した観光地への
認知距離に関する基礎的研究

○古屋 秀樹
　野瀬 元子

東洋大学
静岡英和学院大学 86

PMとｿｰｼｬﾙｷｬﾋﾟﾀﾙ醸成の視点
からみたｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ運営方式の
特徴

○出口 近士
　吉武 哲信
　福元 浩祐

宮崎大学
宮崎大学
日本交通技術㈱

10:15

10:40

13
都市高速道路の合流部における
交通ｺﾝﾌﾘｸﾄ評価

○飯田 克弘
　寺本 朋彰
　菅 芳樹
　山口 将夫

大阪大学
熊本市役所
㈱地域未来研究所
西日本高速道路㈱

37
ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ心理を考慮した抜け道交
通対策のための街路整備手法の
検討

　嶋田 喜昭
○竹原 友也
　橋本 成仁
　吉城 秀治

大同大学
大同大学
岡山大学
岡山大学

62
移動時間の使い方の日韓比較～
東京とｿｳﾙの学生の鉄道利用に
着目して～

○大野 夏海
　大森 宣暁
　高見 淳史
　原田 昇

東京大学
東京大学
東京大学
東京大学

87
ﾊﾞｽ停間ＯＤﾃﾞｰﾀを用いたｺﾐｭﾆﾃｨ
ﾊﾞｽ運行形態変更の影響に関す
る分析

○加藤 良介
　松本 幸正

名城大学
名城大学

10:50

14
人的･環境的要因の関係に着目
した都市高速道路合流部の事故
発生要因分析

　飯田 克弘
○山口 将夫
　菅 芳樹
　加賀山 泰一

大阪大学
西日本高速道路㈱
㈱地域未来研究所
阪神高速道路㈱

38
ごみ収集車の運転者意識と交通
不安全経験の関連性分析

○三村 泰広
　稲垣 具志
　安藤 良輔

(公財)豊田都市交通研究所

成蹊大学
(公財)豊田都市交通研究所

63

ｷｽｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞ駐車場整備とその利
用実態･促進に関する一考察
－つくばｾﾝﾀｰ地区に見る新たな
状況－

○谷口 守
　山口 裕敏
　肥後 洋平

筑波大学
筑波大学
筑波大学

88
ICｶｰﾄﾞ DESUCAﾃﾞｰﾀを用いた公
共交通利用者の乗り換え状況の
分析

○西内 裕晶
　轟 朝幸
　新井 和雅

日本大学
日本大学
ｾﾝｺｰ㈱

11:15

15
高速道路における逆走事故の実
態分析

○白須 敏成
　Jian Xing
　樋口 重明
　山岡 賢弘

(財)高速道路調査会
(財)高速道路調査会
(財)高速道路調査会
西日本高速道路㈱

39
運転環境の質に対するﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
の認識･評価の集計構造ﾓﾃﾞﾙ

　喜多 秀行
○本田 健祐
　河内 朗
　四辻 裕文

神戸大学
神戸大学
㈱長大
神戸大学

64
端末交通手段としてのﾀｸｼｰ利用
の条件依存に関する研究

○高橋 翔
　高田 和幸
　田島 規雄
　小川 裕哉

東京電機大学
東京電機大学
㈱建設技術研究所
さいたま市役所

89

ﾊﾞｽICｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀと利用者意識調
査に基づく雨天時のﾊﾞｽの運行実
態とｻｰﾋﾞｽ改善施策に関する研
究

○安井 真太郎
　高見 淳史
　原田 昇
　大森 宣暁

東京大学
東京大学
東京大学
東京大学

11:40

16
高速道路の大型車交通事故の発
生要因と特徴分析

　Jian Xing
○鶴 元史
　幡鎌 俊昭
　林 正幸

(財)高速道路調査会
(財)高速道路調査会
東日本高速道路㈱
東日本高速道路㈱

40
聴覚障がいﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの運転挙動
特性に関する研究

○織田 祐美子
　安井 一彦
　西田 泰

東京都
日本大学
科学警察研究所

65
九州における高速道路無料化社
会実験に関する意識調査

○辰巳 浩
　堤 香代子
　堤 昌文
　吉武 哲信

福岡大学
福岡大学
西日本工業大学
宮崎大学

90
中国におけるBRTｼｽﾃﾑの比較分
析と今後の整備課題

○李 伴伴
　日野 泰雄

大阪市立大学
大阪市立大学

12:05

12:30

17

首都高速道路におけるｱｲｶﾒﾗ等
運転挙動ﾃﾞｰﾀに基づく既存交通
安全施設の課題抽出及び対策案
の有効性検討　　　　　(実務論文)

○山下 大輔
　上田 誠
　井本 智之
　荒川 太郎

復建調査設計㈱
復建調査設計㈱
首都高速道路㈱
首都高速道路㈱

41

横断歩行者に対する高齢ﾄﾞﾗｲ
ﾊﾞｰの運転特性とその対策につい
て
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○平澤 匡介
　武本 東
　渡邊 政義

(独)土木研究所寒地土木研究所
(独)土木研究所寒地土木研究所
(独)土木研究所寒地土木研究所

66
新名神高速道路開通に伴うﾄﾞﾗｲ
ﾊﾞｰの経路選択行動の要因分析

○足立 智之
　石田 貴志
　野中 康弘
　朝倉 康夫

西日本高速道路㈱
㈱道路計画
㈱道路計画
東京工業大学

91
全国幹線旅客純流動ﾃﾞｰﾀを用い
た近距離高速ﾊﾞｽの需要特性分
析

○下原 祥平
　金子 雄一郎
　島崎 敏一

㈱建設技術研究所
日本大学
日本大学

13:50

18
都市間高速道路における追突事
故発生影響要因に関する統計的
分析

○藤井 大地
　宇野 伸宏
　嶋本 寛
　塩見 康博

京都大学
京都大学
京都大学
京都大学

42
首都高速道路での新たな情報提
供ｻｰﾋﾞｽに関する簡易DS実験
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

　松村 成和
　遠藤 蔵人
○佐々木 卓
　三好 孝明

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
㈱長大
㈱長大

67
都市鉄道の輸送障害発生時にお
けるﾊﾞｽ利用の実態に関する研究

○金子 雄一郎
　斎藤 智成
　和田 悠太
　室井 寿明

日本大学
日本大学
横浜市
(財)運輸政策研究機構

92
駐留軍用地跡地における商業立
地が既存商業地区に及ぼす影響
に関する研究

○金子 貴誉史
　亀井 三郎
　小川 貴裕
　森本 章倫

宇都宮大学
㈱日建設計
㈱日建設計総合研究所
宇都宮大学

14:15

19
都市内高速道路における事故発
生ﾘｽｸ要因分析

　吉井 稔雄
○兵頭 知
　倉内 慎也

愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学

43
室内走行実験によるｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ部
における情報提供施設配置の検
証

○平井 章一
　近田 博之
　多田 壽
　村松 忠久

(財)高速道路調査会
(財)高速道路調査会
中日本高速道路㈱
中日本高速道路㈱

68

ﾊﾟﾗﾄﾗﾝｼﾞｯﾄと自動車の利用可能性
が途上国都市における交通機関の
表明選好に与える影響：固定層を有
する離散選択ﾓﾃﾞﾙに基づく評価

○Gang LI
　 Junyi Zhang
　 Sudarmanto Budi
　NUGROHO
　 Akimasa Fujiwara

HiroshimaUniversity
HiroshimaUniversity
HiroshimaUniversity

HiroshimaUniversity

93
歩行者行動の出発地･目的地の
分布に着目した松山市中心市街
地のｴﾘｱ･街路特性の分析

○福山 祥代
　羽藤 英二

東京大学
東京大学

14:40

20
天候に応じたﾘｱﾙﾀｲﾑ情報提供
による速度低減効果検証
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○高島 知之
　割田 博
　田中 淳
　本多 正明

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

44
名古屋地区の高速道路における
情報提供方針の一考察
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○近田 博之
　米川 英雄
　佐藤 久長
　前川 利聡

中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ名古屋㈱

中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ名古屋㈱

中日本高速道路㈱
中日本高速道路㈱

69

途上国都市におけるﾊﾟﾗﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ
ｻｰﾋﾞｽの質､移動中の幸福度と生
活の満足度の間における因果関
係の評価

○Gang LI
　 Junyi Zhang
　 Sudarmanto Budi
　NUGROHO
　 Akimasa Fujiwara

HiroshimaUniversity
HiroshimaUniversity
HiroshimaUniversity

HiroshimaUniversity

94
観光地での歩道拡幅による歩行
環境改善効果に関する研究－出
雲大社･神門通りを対象として－

○吉城 秀治
　橋本 成仁
　佐伯 亮子
　森山 昌幸

岡山大学
岡山大学
岡山大学
㈱ﾊﾞｲﾀﾙﾘｰﾄﾞ

15:05

15:30

21
減速ﾏｰｸ表示の効果的な配列に
関する一考察

○四辻 裕文
　喜多 秀行

神戸大学
神戸大学 45

車両検知器による所要時間の変
化傾向に関する判定論理の導入

○萩原 武司
　北澤 俊彦
　杉野 勝敏

阪神高速道路㈱
阪神高速技研㈱
㈱地域未来研究所

70
地域密着型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄのｺ
ﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの利他的動機への影
響

○松村 暢彦

　松尾 斉

大阪大学

ｱｸｾﾝﾁｭｱ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･
　　　　　　　　　ｿﾘｭｰｿﾝｽﾞ㈱

95
委員会の発言から捉えた歩行者
の交通空間整備における検討

○塚田 伸也
　森田 哲夫
　湯沢 昭

前橋市
群馬工業高等専門学校
前橋工科大学

16:00

22
交通事故対策を目的とした路面
表示の設置効果に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○橋本 幸樹
　尾崎 悠太
　金子 正洋

日本工営㈱
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

46
車両感知器交通ﾃﾞｰﾀに基づく旅
行時間推定手法に関する検討

○鈴木 雅人
　風間 洋
　望月 寛
　高橋 聖

日本大学
㈱京三製作所
日本大学
日本大学

71
健康支援施策･勤務体制優遇施
策と自動車利用抑制意識･自動
車利用抑制困難意識の関係

○加藤 研二
　眞坂 美江子

阿南工業高等専門学校
徳島大学 96

人口減少社会を考慮した公共施
設（駅前広場）計画の研究
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○土屋 愛自 さいたま市

16:25

23
発光体を用いた速度抑制手法の
開発と効果検証
　　　　　　　(実務論文)《デモ有り》

○吉村 敏志
　萩原 武司
　野呂 好幸
　松尾 武

阪神高速道路㈱
阪神高速道路㈱
鹿島建設㈱
(財)阪神高速道路管理技術ｾﾝﾀｰ

47
移動軌跡情報を基本にした高速
道路管制ｼｽﾃﾑの評価

○瀧口 洋平
　北澤 俊彦
　羽藤 英二

東京大学
阪神高速技研㈱
東京大学

72
世帯特性と地域特性が自動車保
有及び利用に与えるﾏｸﾛ分析

○呉 明暢
　兵藤 哲朗

東京海洋大学
東京海洋大学 97

自動二輪車の駐車実態に基づい
た駐車施設の整備方策に関する
研究

○外山 大地
　小早川 悟

日本大学
日本大学

16:50

24
簡易ﾃﾞﾊﾞｲｽを用いた生活道路に
おける速度抑制に関する研究

○本田 肇
　伊藤 克広
　金子 正洋
　高宮 進

国土技術政策総合研究所
国際航業㈱
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

48
一般車ﾃﾞｰﾀとの高精度統合が可
能なﾊﾞｽﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀの収集･加工
ｼｽﾃﾑの開発

○最所 崇
　財津 陽亮
　南部 繁樹
　赤羽 弘和

㈱ﾄﾗﾌｨｯｸﾌﾟﾗｽ
㈱ﾄﾗﾌｨｯｸﾌﾟﾗｽ
㈱ﾄﾗﾌｨｯｸﾌﾟﾗｽ
千葉工業大学

73
免許返納に対する家族の意識と
生活の実態

　橋本 成仁
○山本 和生

岡山大学
岡山大学 98

都心商業･業務地区の車種別駐
車特性と駐車施設配置に関する
分析

○矢野 敬司
　鈴木 弘司
　藤田 素弘

豊田市役所
名古屋工業大学
名古屋工業大学

17:15

17:40

25
ｶﾗｰ舗装を用いたPA誘導案内の
実証効果

○宗像 恵子
　坂田 喜章
　水野 高幸

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
首都高速道路㈱

49

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの加速度ｾﾝｻを用いた
路面段差検出手法と東北地方太
平洋沖地震における適用
　　　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○八木 浩一
災害時交通流監視ｼｽﾃﾑ
研究会 74

過疎地域における活動機会の獲
得方法に関する基礎的分析

○岸野 啓一
　喜多 秀行
　越智 達也
　四辻 裕文

岸野都市交通計画ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱

神戸大学
神戸大学
神戸大学

≪第一会場≫ ≪第二会場≫ ≪第三会場≫ ≪第四会場≫

第31回交通工学研究発表会 第2日目【2011年9月21日(水)】プログラム

３．「交通安全（２）」 ７．「運転者の認識・意識、運転挙動」 １１．「交通行動・意識（１）」 １５．「公共交通」
 座　長：高宮 進（国土技術政策総合研究所）
 副座長：小川 圭一（立命館大学）

 座　長：日野 泰雄（大阪市立大学）
 副座長：井料 隆雅（神戸大学）

 座　長：兵藤 哲朗（東京海洋大学）
 副座長：横山 哲（㈱ドーコン）

 座　長：湯沢 昭（前橋工科大学）
 副座長：羽藤 英二（東京大学）

 デモンストレーション ＆ 自主研究活動報告 《デモ有り》表示のある発表（両日分）及び自主研究活動のパネル展示を行います。      於）デモ会場 

４．「交通安全（３）」 ８．「交通情報・交通管制」 １２．「交通行動・意識（２）」 １６．「交通と都市」
 座　長：西田 泰（科学警察研究所）
 副座長：飯田 克弘（大阪大学）

 座　長：上坂 克巳（国土技術政策総合研究所）
 副座長：岡野 孝司（首都高速道路㈱）

 座　長：山田 稔（茨城大学）
 副座長：谷本 圭志（鳥取大学）

 座　長：屋井 鉄雄（東京工業大学）
 副座長：秋元 伸裕（(一財)計量計画研究所）


